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資料1  支援のためのストーリーを示したイラスト教材(山本真巨さん作成)

 

 

 

 

資料2   １日の振り返りシート（阿部・廣瀬（2008）をもとに筆者が編集及び修正） 

 

 

 

A　さんは廊下
を歩いていまし
た。すると、前
からあまりいい
感情をもって
いなかったBさ
んが向こうか
らやってきまし
た。

　Bさんとすれ違
うくらいに距離が
近くなりました。A
さんの中の悪い
気もちがどんど
ん大きくなってい
きます。

　Aさんは、す
れ違いさまに、
「〇〇　～～」
と悪い言葉を
言ってしまいま
した。

　悪い言葉を言
われたBさんは、
ショックを受け、
悲しい表情に
なってしまいまし
た。

場　　面　１ 場　　面　２

場　　面　3 場　　面　4

名前【

① あさ、学校に来るとき

いい気持ちで、元気よく登
校した。

気分はまぁまぁだった。 ちょっと気になることが
あって、あまりいい気分で
はなかった。

ものすごく気になることが
あって、登校するのが遅
れてしまった。

② 仕事、当番

楽しい気分で、てきぱきと
仕事ができた。

先生や友達に言われから
だったが、自分の仕事は
できた。

あまりやりたくなかったけ
ど、仕方なくがまんして仕
事をした。

ぜんぜんやる気が出なく
て、仕事をしなかった。

③ 友だち

いろいろな友達と仲よく遊
び、活動中、協力すること
ができた。

ちょっとイライラして、友達
とあまり話さなかった。

一人になりたくて、ほとん
ど誰とも話さなかった。

かなりイライラして、もんく
を言ったり、暴力をふるっ
たりした。

④ 気もちのせいり

落ち着いた気分の方が多
かった。

ちょっとイライラした気分
の方が多かった。

1回か２回、イライラした気
分がばくはつしそうになっ
たが、がまんした。

かなりイライラして、がまん
できずに、もんくを言った
り、暴力をふるったりし
た。

今日の勉強や活動

〇はいくつでもよいです。

〇をつけた科目の名前

１日の振り返り 月　　　　　　日（　　　）

⑤

その勉強の間、集中して
じっくりできた。

ところどころ、しゅうちゅう
してできた。

だんだん、しゅうちゅうでき
なくなり、へやにはいた
が、気もちとしてべんきょう
にあまりとりくむことができ
なかった。

べんきょうする気になれず
に、部屋にずっといること
ができなかった。

◇今日1日を振り返って、「自分はこうだったな」と思うところに、①～④までは１つ〇をつけましょう。⑤はいくつでもつけていいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
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